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本論文は 8 章で構成されている o
第 1 章では，従来の研究を紹介し，本研究の目的及び、役割について述べている o
第 2 章では，三次元急縮小流路におけるニュートン流体の流れ構造の変化及びそのメカニズムを，可視化実験及び
数値解析の両面から考察している。
第 3 章では， shear-thinning 粘性を殆ど示さない粘弾性流体である Boger 流体の可視化実験の結果を示し，試料流
体の粘弾性特性，流れ条件及び流路のアスペクト比なと、の急縮小流れに対する影響を考察するとともに，粘弾性流体
とニュートン、流体の流れ構造の相違について考察している。
第 4 章では，縮小比2.5: 1 ，アスペクト比 3 : 1 の急縮小流路における Oldroyd-B 流体の数値解析の手法及び
その結果を示し，第 3 章の可視化実験の結果と比較しながら，粘弾性流体の急縮小流れの流れ構造の変化及びそのメ
カニズムを理論的な面から考察している o
第 5 章では，縮小比2.5: 1 ，アスペクト比 5 : 3 の急縮小流路における Oldroyd- B 流体の数値解析の結果を示
し，第 3 章の可視化実験の結果と比較しながら，流路のアスペク卜比と粘弾性流体の縮小流れの流れ構造の変化との
関連を理論的な面から考察している o
第 6 章では，三次元急縮小流路におけるO.lwt% ， O.2wt% , O.3wt%の 3 種類の PAA 水溶液の流れの可視化実験
の結果を示し，試料流体の shear-thinning 粘性や第一法線応力差などの粘弾性特性，流れ条件及びアスペクト比な
どが，粘弾性流体の急縮小流れに与える影響について考察している。

































及びそのメカニズムに関して多くの知見を得ているo また，本研究で用いた HSMAC 法は，粘弾性流体の三次元数
値解析に有効であることを示しており，粘弾性流体力学，特に粘弾性流体の三次元急縮小流れの解明に対する基礎分
野の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
??
